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３．生物相 １．はじめに 

 仏領ケルゲレン諸島（iles Kerguélen）周辺
海域あるいは沿岸部における日仏共同研究の

可能性を探るべく，インターネットにより同

諸島に関する諸情報を収集した。また，現在

行われている同諸島における研究テーマを記

載し，将来の参考資料とした。 

 植物相は豊富ではなく，草質の顕花植物，

コケ類，地衣類などに限られ樹木はないが，

探検隊のビタミンＣ補給源として用いられた

ケルゲレンキャベツが有名である。沿岸域で

は大型海藻の Macrocystis pyriferaがある。動
物相はオナガガモやペンギンなどの海鳥，セ

イウチ，アシカ（19世紀に大量に捕獲され一
時個体数が激減したが，最近 10年間で資源は
回復傾向にある）などの海獣類がいるほか，

他所から持ち込まれたいくつかのほ乳類が生

息している。また，羊，トナカイが生息して

いるほか，1950年以降は野ヒツジも確認され
ている。経済水域は 583,000km2，チカ類を中

心に魚類が豊富な海域で，トロール船が毎年

60日間の操業を行っている。 

 

２．ケルゲレン諸島の概要 

 ケルゲレン諸島はインド洋南縁部に位置す

る同名の主島と 300あまりの火山性小岩島群
からなる。総面積はおよそ 7000km2。南緯 48
～50 度，東経 68～70 度で，地理的には南極
大陸に連なる海台の上にある。1893年にフラ
ンスが領土とし，現在は 1955年に編成された
フランス南方・南極領に含まれる。氷河やフ

ィヨルドをもち，ペンギンなどの海鳥が生息

する寒冷地である。また，島南部には活火山

のロス山(1865m)がそびえている。海岸線は
総延長 1,350km，断崖絶壁が多い。1951年に
南極観測基地を開設し，それ以後，フランス

極地研(IPEV)および共同研究機関が，主とし
て地球物理学的な研究を始め，現在では地質，

海洋構造，気象，生命科学の研究が行われて

いる。観測船としては大型観測船 Le Marion 
Dufresne 号が広域的に海洋観測を行うほか，
La Curieuse号がケルゲレンのポルトー・フラ
ンセ(Port-aux-français)をベースに使用されて
いる。 

 

４．観測基地 

 1951年には Morbihan湾の北岸海抜 15ｍに
ポルトー・フランセ(Port-aux-français)基地が
設立され，常設の観測局として機能している。

1997 年の人口は 64 人。基地には居住用の施
設，作業棟，観測棟など 50個以上の建物があ
る。約 60 人程度が冬季の観測に携わってお
り，南半球の夏季は 100人以上の人間を受け
入れることが可能である。 

 

 

５．ケルゲレン島における研究 

 (1)研究体制 

 ケルゲレンにおける研究対象は歴史的に内

陸部の地質学，鉱物学的研究が，海洋の分野

では海洋構造や海洋地質構造の研究が行われ

ている。前者ではフランスのサンタ・チエン

ヌにあるジャン・モネ大学地質学研究室が地

質構造，鉱物資源，また，地質年代規模での

ケルゲレン島形成などの研究を行っている。

後者においては，ストラスブルグの EOPG海図１ ケルゲレン諸島の位置 
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洋地球物理研究室が積極的に携わり，海底掘

削などの手段によりケルゲレン・プレート形

成過程や海底地形の主要構造を明らかにし

た。現在，ケルゲレンにおける研究は，フラ

ンス極地研(IPEV)および国立学術院(CNRS)
やいくつかの大学が IPEV との共同研究とし
て，主として地球物理学的な研究を中心に，

地質，海洋構造，気象，生命科学の研究が行

われている。 

 

 (2)現在の研究概要 

 現在，フランス極地研(IPEV)およびそれと
の共同研究として行われているケルゲレン島

をベースとした研究は３つのジャンルに大別

される（括弧内は担当機関）。 

①地球科学 

 現在５つのプロジェクトがあり，宇宙

線の核子構成の観測（CNRS），極域
対流圏の物理化学的研究（CNRS），
ケルゲレン島における玄武岩形成の研

究（モンペリエ大学），SuperDARNレ
ーダーによるオーロラ・レーダー・ネ

ットワークの研究（オルレアン大学

-CNRS共同研究），海洋気象プロジェ
クト「CLIOKER」（パリ国立自然科学
博物館）などがある。 

②生命科学 

 現在 10のプロジェクトがあり，海洋捕
食者（海鳥や海産ほ乳類）とポピュレ

ーション・ダイナミックスおよび再生

産との関係についての研究（CNRS），
南極域における生物学的多様性に及ぼ

す気候変動と人間活動の影響について

の研究（レンヌ大学-CNRS共同研究），
南極域の微生物相に及ぼす炭化水素の

影響（パリ第６大学-CNRS共同研究），
ケルゲレン付近海域の海洋底生生物の

遺伝子多様性および生物多様性に関す

る研究（パリ第６大学-CNRS 共同研
究），移入ほ乳類の生物学と管理（レ

ンヌ大学-CNRS共同研究），ケルゲレ
ン猫の遺伝構造とポピュレーション・

ダイナミックス（リヨン第１大学

-CNRS 共 同 研 究 ） ，
DHANNICHTHYIDAE の 免 疫 反 応
（INRA），海洋ほ乳類と海鳥の行動生
態学（CNRS），ケルゲレン諸島に移
植されたサケ科魚類の遺伝的ダイナミ

ックス（INRA-CNRS 共同研究），海
洋捕食者（海鳥とほ乳類）のエネルギ

ー戦略（CNRS）などがある。 
③極域観測 

 現在，３つのプロジェクトがあり，地

球規模での地震観測（ストラスブルグ

大学-CNRS共同研究），磁力観測（ス
トラスブルグ大学-CNRS共同研究），
南極域成層圏とオゾン層の破壊に関す

る研究（パリ第６大学-CNRS 共同研
究）が行われている。 
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